
(証券コード6629)
2019年６月11日

株 主 各 位

名古屋市南区千竈通二丁目13番地１

代表取締役社長 野 村 拡 伸

第９回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。

　さて、当社第９回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご出席ください

ますようご通知申しあげます。

　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができます

ので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用

紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2019年６月26日（水曜日）午後５時30分ま

でに到着するようご返送くださいますようお願い申しあげます。

敬　具
記

1. 日 時 2019年６月27日（木曜日）午前10時
2. 場 所 名古屋市南区千竈通二丁目13番地１

当社２階
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

3. 目 的 事 項
報 告 事 項 1.　第９期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）事業報告、連

結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結
果報告の件

2.　第９期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）計算書類報告
の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 取締役２名選任の件

以　上

◎　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願

い申しあげます。

◎　株主総会参考書類並びに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は、インターネッ

ト上の当社ウェブサイト（http://www.technohorizon.co.jp/）に掲載させていただきます。
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(提供書面)

事　業　報　告

( 2018年４月１日から
2019年３月31日まで )

1.　企業集団の現況に関する事項
(1) 事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用や所得環境の改善を背景に、緩やかな
回復基調で推移しました。一方で、海外経済は米中の貿易摩擦や中国経済の景気減速
懸念などにより、先行き不透明な状況が継続しております。
このような経済状況のもと、「教育」「ＦＡ（Factory Automation：工場自動化）」

「医療」「安全・生活」分野を重点市場とし光学事業と電子事業を融合したユニーク
な企業グループとして事業拡大を図っております。また、注力分野に対しＭ＆Ａや、
不動産の売却を行うなどの選択と集中を推進し、企業価値の最大化を目指しておりま
す。その結果、当社グループの業績は、売上高19,615百万円（前連結会計年度比1.1％
増）、営業利益1,141百万円（前連結会計年度比14.1％増）、経常利益1,110百万円
（前連結会計年度比0.0％減）となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は子
会社の固定資産譲渡に伴い減損損失を374百万円計上した一方、繰延税金資産を計上
したこと等により、646百万円（前連結会計年度比15.5％減）となりました。

なお、今後も更なるグループ内組織再編を進め、選択と集中による経営効率を高め
る活動を進めてまいります。

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

①　光学事業

主要ビジネスである書画カメラ事業は、国内及び海外において、市況の弱含みの
影響を受けました。一方で、業務用車載機器（ドライブレコーダ・デジタルタコグ
ラフ）は、事業者の安全意識が高まる中、クラウドで運行データを保管できること
が支持されて堅調に推移しました。これらの結果、光学事業における当連結会計年
度の売上高は11,939百万円（前連結会計年度比3.2％減）、営業利益は549百万円
（前連結会計年度比62.3％増）となりました。

②　電子事業
電子事業においては、主力事業であるＦＡ関連機器が、国内景況感の回復から国

内機械メーカーからの受注を順調に伸ばしました。ＦＡ中国現地法人も、中国での
人件費上昇による省力化ニーズは強く、堅調に推移しました。また、買収した子会
社の売上や収益が貢献いたしました。これらの結果、当連結会計年度の売上高は
7,676百万円（前連結会計年度比8.7％増）、営業利益は720百万円（前連結会計年
度期比4.9％増）となりました。
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(2) 設備投資等の状況
   当連結会計年度中において実施いたしました当社グループの設備投資の総額は409
百万円で、その主なものは次のとおりであります。

　 光学事業におきましては、新製品生産に伴うライン設備及び金型やソフトウエアな
ど、総額162百万円の設備投資を行いました。
　 電子事業におきましては、顧客対応生産設備投資の他、ソフトウエアの取得など、
総額136百万円の設備投資を行いました。
　 また、全社では、基幹システムソフトウエア等の取得があり、118百万円の設備投
資を行いました。

(3) 資金調達の状況
　 当連結会計年度において、特記すべき資金調達は行っておりません。

(4) 他の会社の事業の譲受けの状況
　 当社の連結子会社である株式会社エルモ社は、2018年12月31日を効力発生日とし
て、株式会社ブイキューブよりビジュアルコミュニケーションサービス事業の一部で
ある電子黒板事業を譲り受けました。

(5) 対処すべき課題
今後の経済情勢については、景気回復の本格化が期待される一方で、国内外で景気

を下押しする懸念材料も多く、引き続き不透明な状況が続くことが懸念されます。
　このような状況の下、当社グループは重点とする市場で、既存事業のシェアを高め
ることに注力し、技術連携、協同商品開発の強化による高付加価値事業・商品への展
開を推し進め、成長を目指してまいります。
①　新たな顧客価値の創造

当社グループは、「オプト（Opt：光学）、エレクトロニクス（Electronics：電
子）技術」の両方を有するのが最大の強みであります。また、近年ではＭ＆Ａを積
極的に推進しており、新たに加わった企業の技術やサービスを融合し、グループ全
体で顧客価値の創造に取り組んでまいります。

②　マーケティング力の強化
　グループ協同での展示会を積極的に開催いたします。また、中核子会社の株式会
社タイテックでは、社内カンパニー「OFFICE ITANZI」として活動し、主力分野で
あるＦＡ関連機器の分野で製品とサービスを「ITANZI」ブランドとして拡販いたし
ます。

③　生産性の向上
　生産拠点の集約により、グループ全体の工場稼働率の平準化と資産の効率活用を
推進し、高品質な製品を安定的に低コストで供給する、競争力のある生産体制の構
築を目指します。
また、基幹システムの導入範囲を広げ、効率的な運営を行ってまいります。
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(6) 財産及び損益の状況の推移

①　企業集団の財産及び損益の状況の推移

区 分
第６期

(2016年３月期)
第７期

(2017年３月期)
第８期

(2018年３月期)
第９期

(2019年３月期)

売 上 高（百万円） 21,115 20,075 19,398 19,615

経 常 利 益 又 は
経 常 損 失 （ △ ）

（百万円） △118 372 1,110 1,110

親会社株主に帰属す
る当期純利益又は
当期純損失（△）

（百万円） △278 △148 764 646

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

（円） △20.69 △11.00 56.72 47.95

総 資 産（百万円） 20,263 18,263 17,465 18,634

純 資 産（百万円） 5,432 4,934 5,723 6,221

（注）１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失は、自己株式を控除した期中平均発行済株式数によ

り算出しております。

②　当社の財産及び損益の状況の推移

区 分
第６期

(2016年３月期)
第７期

(2017年３月期)
第８期

(2018年３月期)
第９期

(2019年３月期)

営 業 収 益（百万円） 566 860 366 1,122

経 常 利 益 又 は
経 常 損 失 （ △ ）

（百万円） 114 495 △5 431

当 期 純 利 益 又 は
当期純損失（△）

（百万円） 113 △40 45 428

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

（円） 8.44 △3.00 3.37 31.76

総 資 産（百万円） 11,097 10,606 10,197 11,080

純 資 産（百万円） 5,116 5,038 5,044 5,415

（注）１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失は、自己株式を控除した期中平均発行済株式数によ

り算出しております。

(7) 重要な親会社及び子会社の状況

①　親会社の状況

　該当事項はありません。
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②　重要な子会社の状況

会 社 名 資　本　金
当社の議決権比率
(間接保有を含む)

主 要 な 事 業 内 容

株 式 会 社 エ ル モ 社 796,204 千円 100.00 ％ 光学機器等の開発・製造・販売

E l m o  U S A  C o r p . 2,000 千US$ 100.00 ％ 光学機器の販売

ELMO Industry (Thailand) Co.,Ltd. 120,000
千ﾀｲ
バーツ 100.00 ％ 光学機器の製造

E L M O  E u r o p e  S A S 1,150 千EUR 100.00 ％ 光学機器の販売

株式会社中日諏訪オプト電子 100,000 千円 100.00 ％ 光学機器等の開発・製造・販売

東 莞 旭 進 光 電 有 限 公 司 750,000 千円 100.00 ％ レンズ及びプラスチック成形

株 式 会 社 タ イ テ ッ ク 2,250,844 千円 100.00 ％ 電子機器の開発・製造・販売

泰志達（蘇州）自控科技有限公司 310,000 千円 100.00 ％ 電子機器の開発・製造・販売

（注）ELMO Industry（Thailand）Co.,Ltd.は、2019年４月に生産を東莞旭進光電有限公司に集約し、閉鎖し

ています。

③　特定完全子会社に関する事項

会 社 名 住 所
帳簿価額の
合計額

当社の
総資産額

株 式 会 社 エ ル モ 社 名古屋市南区塩屋町一丁目3番地4 3,556,020千円
11,080,462千円

株 式 会 社 タ イ テ ッ ク 名古屋市南区千竈通二丁目13番地１ 5,055,999千円

(8) 主要な事業内容(2019年３月31日現在)

　事　業　区　分 事　業　内　容

光 学 事 業

株式会社エルモ社が国内で書画カメラ（実物投影機）、監視カメラなどの光学機器
等の開発・販売を行うほか、Elmo USA Corp.(米国)及びELMO Europe SAS(フラン
ス)が国外で販売を行っております。
また、株式会社中日諏訪オプト電子が光学ユニット、業務用車載機器、その他の精
密光学部品の開発・製造・販売を行うほか、東莞旭進光電有限公司が中国で樹脂成
型部品等の製造を行っております。

電 子 事 業

株式会社タイテックが国内でロボットコントローラや工作機械用ＣＮＣ（コンピュ
ータ数値制御）装置などのＦＡ関連機器の開発・製造・販売を行うほか、泰志達
（蘇州）自控科技有限公司が中国でＦＡ関連機器の開発・製造・販売を行っており
ます。
また、株式会社中日諏訪オプト電子が医療機器等の開発・製造・販売を行っており
ます。
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(9) 主要な営業所及び工場(2019年３月31日現在）

事 業 区 分 会 社 名 主要事業所名（所在地）

光 学 事 業

株 式 会 社 エ ル モ 社 本社（名古屋市南区）

E l m o  U S A  C o r p . 本社（米国ニューヨーク州）

E L M O  E u r o p e  S A S 本社（フランス・パリ市）

株式会社中日諏訪オプト電子
本社（名古屋市南区）
工場（長野県茅野市）

東 莞 旭 進 光 電 有 限 公 司 本社・工場（中国広東省）

電 子 事 業
株 式 会 社 タ イ テ ッ ク

本社（名古屋市南区）
本社工場（名古屋市南区）
笠寺工場（名古屋市南区）

泰志達（蘇州）自控科技有限公司 本社・工場（中国江蘇省）

全 社 （ 共 通 ） 当 社 本社（名古屋市南区）

(10) 従業員の状況(2019年３月31日現在）

①　企業集団の従業員の状況

事 業 区 分 従 業 員 数

光 学 事 業 455名

電 子 事 業 385名

全 社 （ 共 通 ） 56名

合 計 896名

（注）1.従業員数は、就業人員数（当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外か

ら当社グループへの出向者を含む。）で表示しております。

　    2.全社（共通）として記載している従業員は、特定のセグメントに区分できない当社従業員数であり

ます。

②　当社の従業員の状況

従 業 員 数 前期末比増減数 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

56名 44名増 50.1歳 1.8年

（注）1.従業員数は、就業人員数（当社から社外への出向者を除き、当社への出向者を含む。）で表示して

おります。

2.従業員が前期末と比べて44名増加しましたのは、2018年４月１日付でシェアードサービスを実施し

たことに伴い、子会社の管理部門が当社に出向したためであります。
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(11) 主要な借入先（2019年３月31日現在）

借 入 先 借 入 金 残 高

千円

株 式 会 社 大 垣 共 立 銀 行 2,496,471

株 式 会 社 名 古 屋 銀 行 1,050,020

株 式 会 社 愛 知 銀 行 841,669

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 660,000

株 式 会 社 百 五 銀 行 489,140

株 式 会 社 十 六 銀 行 477,500

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 450,000

株 式 会 社 り そ な 銀 行 441,677

株 式 会 社 滋 賀 銀 行 375,010

(12) その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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2.　会社の株式に関する事項（2019年３月31日現在）

(1) 発行可能株式総数 50,000,000株
(2) 発行済株式の総数 21,063,240株
(3) 株主数 7,411名
(4) 大株主

株 主 名 持　株　数 持株比率

有 限 会 社 野 村 ト ラ ス ト 1,480
千株

10.98
％

有 限 会 社 野 村 興 産 585 4.34

株 式 会 社 S B I 証 券 376 2.80

テクノホライゾン・ホールディングス従業員持株会 317 2.35

榊 　 泰 彦 295 2.20

第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 290 2.15

株 式 会 社 大 垣 共 立 銀 行 264 1.96

榊 　 信 之 236 1.76

榊 　 雅 信 227 1.69

榊 　 文 男 218 1.62

(注）1.当社は、自己株式7,585千株を保有しておりますが、上記大株主から除外しております。
　　 2.持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

3.　新株予約権等の状況
(1) 当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況

　　　該当事項はありません。

(2) 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対して交付した新株予約権の状況

該当事項はありません。

(3) その他新株予約権等に関する重要な事項

該当事項はありません。
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4.　会社役員に関する事項
(1) 取締役及び監査役の氏名等（2019年３月31日現在）

地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 野 村 拡 伸
株式会社エルモ社 代表取締役会長兼社長
株式会社中日諏訪オプト電子 代表取締役会長
株式会社タイテック 代表取締役会長

常 務 取 締 役 水 上 　 康
株式会社エルモ社 常務取締役
株式会社中日諏訪オプト電子 常務取締役
株式会社タイテック 取締役

取 締 役 玉 置 浩 一 玉置公認会計士事務所 所長

取 締 役 寺 澤 和 哉
寺澤会計事務所 所長
株式会社クロップス 取締役（監査等委員）

常 勤 監 査 役 渡 邉 哲 也
株式会社エルモ社 監査役
株式会社中日諏訪オプト電子 監査役
株式会社タイテック 監査役

監 査 役 原 田 彰 好 しるべ総合法律事務所 パートナー

監 査 役 飯 田 浩 之 飯田会計事務所 所長

監 査 役 井 上 龍 哉
井上龍哉公認会計士事務所 所長
株式会社スズケン 社外監査役

（注）1.  取締役玉置浩一氏及び取締役寺澤和哉氏は、社外取締役であります。
2.  当社は玉置浩一氏及び寺澤和哉氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取

引所に届け出ております。
3.　監査役原田彰好氏、飯田浩之氏及び井上龍哉氏は、社外監査役であります。
4.　監査役飯田浩之氏は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有し

ております。
5.  監査役井上龍哉氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を

有しております。

(2) 取締役及び監査役の報酬等の総額

区　　分 支給人員 報酬等の額 摘　　要

取 締 役 ４名 44,200千円 （うち社外取締役２名7,000千円）

監 査 役 ４名 16,200千円 （うち社外監査役３名5,400千円）

合　　計 ８名 60,400千円

（注）1.　取締役の報酬限度額は、2011年６月29日開催の第１回定時株主総会において、年額150百万円以内
（ただし、使用人分給与は含まない。）と決議いただいております。

2.　監査役の報酬限度額は、2011年６月29日開催の第１回定時株主総会において、年額50百万円以内
と決議いただいております。
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(3) 社外役員に関する事項
①　社外取締役　玉　置　浩　一　氏
ア．他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

取締役玉置浩一氏は、玉置公認会計士事務所の所長であります。玉置公認会計
士事務所と当社との間には、特別の関係はありません。

イ．主要取引先等、特定関係事業者との関係
該当事項はありません。

ウ．当事業年度における主な活動内容
当事業年度開催の取締役会には、13回中12回に出席いたしました。取締役会に
おいては、必要に応じ、公認会計士としての専門的見地から議案審議などに関
して発言を行っております。また、公認会計士の専門的な立場から、会計上の
留意点などの適切なアドバイスを行っております。

エ．責任限定契約の内容の概要
当社と社外取締役玉置浩一氏とは、会社法第427条第1項の規定に基づき、会社
法第425条第1項に定める最低責任限度額を限度として、損害賠償責任を限定す
る契約を締結しております。

②　社外取締役　寺　澤　和　哉　氏
ア．他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

取締役寺澤和哉氏は、寺澤会計事務所の所長及び株式会社クロップスの取締役
（監査等委員）であります。寺澤会計事務所及び株式会社クロップスと当社と
の間には、特別の関係はありません。

イ．主要取引先等、特定関係事業者との関係
該当事項はありません。

ウ．当事業年度における主な活動内容
当事業年度開催の取締役会には、13回中11回に出席いたしました。取締役会に
おいては、必要に応じ、公認会計士としての専門的見地から議案審議などに関
して発言を行っております。また、公認会計士の専門的な立場から、会計上の
留意点などの適切なアドバイスを行っております。

エ．責任限定契約の内容の概要
当社と社外取締役寺澤和哉氏とは、会社法第427条第1項の規定に基づき、会社
法第425条第1項に定める最低責任限度額を限度として、損害賠償責任を限定す
る契約を締結しております。

③　社外監査役　原　田　彰　好　氏
ア．他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

監査役原田彰好氏は、しるべ総合法律事務所のパートナーであります。しるべ
総合法律事務所と当社との間には、特別の関係はありません。

イ．主要取引先等、特定関係事業者との関係
該当事項はありません。

ウ．当事業年度における主な活動内容
当事業年度開催の取締役会13回中11回、また監査役会14回中12回に出席いたし
ました。取締役会並びに監査役会においては、必要に応じ、弁護士としての専
門的見地から議案審議などに関して発言を行っております。また、弁護士とし
て、法務に関する相当程度の知見を有するものであり、専門家の立場から適時
アドバイスを行っております。
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エ．責任限定契約の内容の概要
当社と社外監査役原田彰好氏とは、会社法第427条第1項の規定に基づき、会社
法第425条第1項に定める最低責任限度額を限度として、損害賠償責任を限定す
る契約を締結しております。

④　社外監査役　飯　田　浩　之　氏
ア．他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

監査役飯田浩之氏は、飯田会計事務所の所長であります。飯田会計事務所と当
社との間には、特別の関係はありません。

イ．主要取引先等、特定関係事業者との関係
該当事項はありません。

ウ．当事業年度における主な活動内容
当事業年度開催の取締役会13回中13回、また監査役会14回中14回に出席いたし
ました。取締役会並びに監査役会においては、必要に応じ、税理士としての専
門的見地から議案審議などに関して発言を行っております。また、税理士とし
て、税務に関する相当程度の知見を有するものであり、専門家の立場から当社
の経理・財務について適時アドバイスを行っております。

エ．責任限定契約の内容の概要
当社と社外監査役飯田浩之氏とは、会社法第427条第1項の規定に基づき、会社
法第425条第1項に定める最低責任限度額を限度として、損害賠償責任を限定す
る契約を締結しております。

⑤　社外監査役　井　上　龍　哉　氏
ア．他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

監査役井上龍哉氏は、井上龍哉公認会計士事務所の所長及び株式会社スズケン
の社外監査役であります。井上龍哉公認会計士事務所及び株式会社スズケンと
当社との間には、特別の関係はありません。

イ．主要取引先等、特定関係事業者との関係
該当事項はありません。

ウ．当事業年度における主な活動内容
当事業年度開催の取締役会13回中11回、また監査役会14回中12回に出席いたし
ました。取締役会並びに監査役会においては、必要に応じ、公認会計士として
の専門的見地から議案審議などに関して発言を行っております。また、公認会
計士として、会計に関する相当程度の知見を有するものであり、専門家の立場
から当社の経理・財務について適時アドバイスを行っております。

エ．責任限定契約の内容の概要
当社と社外監査役井上龍哉氏とは、会社法第427条第1項の規定に基づき、会社
法第425条第1項に定める最低責任限度額を限度として、損害賠償責任を限定す
る契約を締結しております。
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5.　会計監査人に関する事項
(1) 会計監査人の名称

有限責任 あずさ監査法人

(2) 責任限定契約の内容の概要
　該当事項はありません。

(3) 会計監査人の報酬等の額

支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 33,189千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の
利益の合計額

52,000千円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく
監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度
に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積もりの算出
根拠等が適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額に
ついて同意の判断をいたしました。

３．当社の重要な子会社のうち、海外子会社については、当社の会計監査人以外の公認会計士又は
監査法人の監査（外国におけるこれらの資格に相当する資格を有する者を含む）を受けており
ます。

(4) 非監査業務の内容
　該当事項はありません。

(5) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断
した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を
決定いたします。
　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる
場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査
役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を
解任した旨及びその理由を報告いたします。
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6.　業務の適正を確保するための体制の整備に関する事項

(1) 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

　当社及び当社グループはコーポレート・ガバナンスの充実をはかるため、長期的な

視点でのグループ経営を担う持株会社と、それに基づく短・中期的な事業執行を担う

各事業会社との機能分担により、監査役会設置会社による経営管理体制のもと、各々

の権限に基づく責任体制を構築しております。当社では、コンプライアンス関係を含

めた諸規則の整備・運用により、当社及び当社グループにおけるコンプライアンス体

制の構築と実践に努めております。また、取締役が他の取締役の法令・定款違反行為

を発見した場合には、直ちに監査役及び取締役会に報告するなど、ガバナンス体制を

強化しております。

(2) 取締役の職務遂行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　取締役の職務遂行に係る情報については、法令及び「文書管理規程」に基づき、当

社及び当社グループの経営管理及び業務執行に係る重要な文書・記録を、その保存媒

体に応じて適切かつ確実に検索性の高い状態で保存・管理することとし、取締役もし

くは監査役から要請があった場合には、常時閲覧可能な状態としております。

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　　①  当社及び当社グループは、経営理念の追求のために必要な業務から生じる様々な

　　　リスクを認識し、また、新たな業務から生じると予測される様々なリスクを十分に

　　　検討したうえで、経営の安全性を確保しつつ、株主の利益や社会信用の向上をはか

　　　ることを方針とし、適切なリスク管理システムを構築しております。

　　②  この方針のもと、より広範なリスクへの対応力を強化する観点から、リスク管理

全体を統括する経営の諮問会議として「内部統制運営委員会」を設置し、「グルー

プリスク管理規程」に則り、リスクの評価・リスクへの対応等、リスクマネジメン

ト体制の充実をはかっております。なお、万一不測の事態が発生した場合には、代

表取締役社長を委員長とした「危機対策本部」を速やかに設置し、さらに必要に応

じて社外アドバイザーも加えて迅速に対応することにより、緊急事態による発生被

害を最小限に止める体制を整えております。

(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

　①　当社は、取締役会を毎月１回開催するほか、必要に応じて適宜臨時に開催し、重

要事項の決定並びに取締役の業務執行状況の監督等を行っております。

　　②　取締役会の決定に基づく業務執行につきましては、「組織規程」並びに「職務権

限規程」に定める職務権限並びに業務分掌において、それぞれの責任、権限、執行

手続きの詳細について定め、厳正かつ効率的な職務執行が行われることを確保する

ための体制を整備しております。
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(5) 使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

①　当社及び当社グループは、社内コンプライアンス体制の充実・強化を進めており

ます。当社では、諮問機関として、監査役全員の他、取締役会の決議による選任者

からなる「コンプライアンス委員会」を設け、当社及び当社グループにおける法令

遵守の社内体制、規程類の作成状況、法令遵守状況を確認し、審議を行い、法令遵

守違反の未然防止をはかっております。また、コンプライアンス違反や、そのおそ

れのある場合の内部情報の通報・相談窓口として「ホットライン窓口」を設置する

等、組織体制を整備しております。

②　株主及び資本市場に対して法令に則った透明性の高い情報の適時開示をタイムリ

ーに実施するために「情報開示委員会」を設け、社内情報の収集、情報開示の適否、

開示内容の審議を行う体制としております。

③  代表取締役社長直轄の独立した組織として内部監査室を設置し、遵法・リスクマ

ネジメント・内部統制システム等の監査を常勤監査役と連携して当社グループ全体

に対して定期的に実施し、結果はその都度代表取締役社長に報告するとともに、被

監査部門に対し業務執行の適正性及び効率性について具体的な評価と改善に向けた

提言を行い、内部統制の確立をはかっております。

(6) 当社及び子会社からなる企業集団における業務の適正性を確保するための体制

①  当社のみならず、グループとしてコンプライアンスの推進をはかっていくことが

重要であるとの考えに基づき、グループ会社においても業務に関し当社と同等水準

の適正な運営を確保するための体制整備に努めております。

②  経営管理については、「関係会社管理規程」に基づいて子会社管理を行うものと

し、経営企画部が中心となり、グループ各社の数値目標の進捗状況やトピックス等

について月次でレビューし、必要に応じて改善指導や支援を行っております。また、

当社の内部監査室が子会社について法令・社内ルールに沿った業務が行われている

ことを監査しております。

③  当社グループの経営に関する重要事項を適切に審議・報告するとともに、グルー

プの企業価値の最大化を追求するため、「テクノホライゾングループ戦略会議」を

設置して、原則毎月１回開催し、必要時には臨時開催いたします。

④  取締役は、グループ会社において、法令違反その他のコンプライアンスに関する

重要な事項を発見した場合は、監査役に報告することとしております。

⑤  子会社において、当社から受けた経営管理、経営指導内容が法令に違反したり、

その他コンプライアンス上で問題があると判断した場合には、子会社から当社の常

勤監査役及び内部監査室に報告することとし、内部監査室長は直ちに代表取締役社

長に報告する体制としております。

　　また、監査役は当社の取締役に対し、改善策を求めることができることとしてお

ります。

－ 14 －



(7) 監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項と当該使用人の取締役からの独立性

に関する事項及び当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

　  当社は、監査役の職務を補助すべき使用人として兼任者１名を選任しております。

当該使用人の人事は取締役からの独立性の確保に留意し、監査役との協議の上任命し

ております。

(8) 取締役及び使用人が監査役に報告するための体制、その他監査役への報告に関する

体制及び監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　①  当社において、取締役及び使用人は、当社に著しい損害を及ぼすおそれのある事

実を発見した場合には、当該事実に関する事項、その他取締役会又は監査役会が定

める業務・業績に影響を与える重要な事項について、監査役にその都度報告するこ

ととしております。その他、監査役はいつでも必要に応じて、取締役及び使用人に

対して報告を求めることができることとする等、適正な報告体制の構築に努めてお

ります。

　　②  「ホットライン規程」を定め、その適切な運用を維持することにより、法令違反

やその他コンプライアンス上の問題について、「コンプライアンス委員会」を通じ、

監査役に対し適切な報告体制を確保しております。また「公益通報者保護規程」を

定めており、監査役への報告をした者が、当該報告をしたことを理由に不利な取扱

いを受けない体制としております。

③  監査が効率的かつ効果的に行われるために、内部監査室との連携及び会計監査人

からの監査結果等の報告及び説明を通じて、内部統制システムの状況を監視・検証

する体制を確保しております。

(9) 監査役の職務執行について生ずる費用の前払いまたは償還の手続きその他の当該職

務の執行について生ずる費用又は債務の処理に関する事項

　　監査役がその職務を執行する上で、必要な前払いまたは償還の手続きその他の当該

職務の執行について生ずる費用又は債務の処理の請求をしたときは、当該請求に係る

費用又は債務が職務の執行に必要でないことを証明した場合を除き、速やかに当該費

用又は債務を処理しております。

(10) 財務報告の信頼性を確保するための体制

①　当社は、当社及び当社グループの財務報告を適時・適切に行うものとし、その信

頼性を確保することを最重要視して対応しております。

②　当社は、当社及び当社グループの財務報告の信頼性を確保し、金融商品取引法に

規定する内部統制報告制度に適切に対応するため、社内諸規程、会計基準その他関

連法令を遵守しております。

③　当社は、当社及び当社グループの財務報告の信頼性を確保するための社内体制を

整備するとともに、その整備・運用状況を定期的に評価し、常に適正に維持してお

ります。
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(11) 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

①　当社及び当社グループは、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力と

は、社内専門部署への相談を含め断固として対決することとし、当社及び当社グル

ープの役員・使用人に対し、啓蒙活動を実施しております。

②　当社は、反社会的勢力とは一切接触しないことを基本方針としており、反社会的

勢力に対する対応は、「反社会的勢力への対処要領」に基づき総務部が統括し、必

要に応じて弁護士や警察等の外部専門機関と連携して対処する体制を整えておりま

す。

《当事業年度における業務の適正を確保するための運用状況の概要について》

　当社では、「内部統制システム構築の基本方針」に基づき、当該基本方針に掲げた

企業集団の業務の適正を確保するための体制の整備とその適切な運用に努めておりま

す。当事業年度における運用状況の概要は、次のとおりです。

①　内部統制システム全般

　当社及び子会社の内部統制システム全般の整備・運用状況を当社の内部監査室及

び内部統制運営委員会（当事業年度において当社は９回開催）がモニタリングし、

改善を進めました。また、内部監査室及び内部統制運営委員会は金融商品取引法に

基づく「財務報告に係る内部統制の有効性の評価」を行いました。

②　コンプライアンス

　当社及び主要な子会社ではコンプライアンス委員会を四半期に一度開催（当事業

年度において当社は４回開催）し、企業活動において法令遵守される体制の整備、

維持に努めました。また、従業員に対し定期的にコンプライアンス研修を実施しま

した。

③　子会社経営管理

　子会社の経営管理につきましては、当社の経営企画部にて子会社の経営管理体制

を整備、統括するとともに、「関係会社管理規程」に基づき、子会社からの業務に

関する重要事項の報告を受け、その承認を行っております。また、テクノホライゾ

ングループ戦略会議を月に１回開催（当事業年度は12回開催）し、グループ経営に

対応した効果的なモニタリングを実施しました。

④　取締役の職務執行

　当社及び子会社は、「取締役会規程」に基づき、月１回以上の取締役会（当事業

年度において当社は13回開催）を開催し、法令又は定款に定められた事項及び経営

上重要な事項の決議を行うとともに、取締役の職務執行の監督を行いました。また

社外取締役を２名選任し、監督機能を強化しております。

⑤　監査役の職務執行

　監査役は、取締役会の出席及び社内の重要会議への出席を通じて、取締役の職務

の執行状況や内部統制の整備、運用状況を確認しました。また、会計監査人、内部

監査室等、内部統制に係る組織と相互に連携・情報交換をすることにより、当社の

内部統制システム全般をモニタリングするとともに、より効果的な運用について助

言を行いました。
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連結貸借対照表
（2019年３月31日現在）

単位：千円（千円未満切り捨て）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形 及 び 売 掛 金

電 子 記 録 債 権

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機 械 装 置 及 び 運 搬 具

土 地

リ ー ス 資 産

建 設 仮 勘 定

そ の 他

無 形 固 定 資 産

の れ ん

ソ フ ト ウ エ ア

ソ フ ト ウ エ ア 仮 勘 定

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

12,205,044

2,068,294

4,763,547

987,122

1,363,778

590,430

1,710,926

751,198

△30,254

6,429,018

4,102,987

1,065,691

188,836

2,520,194

78,511

40,778

208,975

1,326,891

882,545

298,789

135,649

9,906

999,139

172,276

517,978

401,536

△92,651

流 動 負 債 10,378,033

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 2,746,527

短 期 借 入 金 6,253,013

リ ー ス 債 務 28,214

未 払 法 人 税 等 171,910

賞 与 引 当 金 250,888

そ の 他 927,478

固 定 負 債 2,034,649

長 期 借 入 金 1,302,362

リ ー ス 債 務 57,103

繰 延 税 金 負 債 81,079

退 職 給 付 に 係 る 負 債 428,734

そ の 他 165,369

負 債 合 計 12,412,682

純 資 産 の 部

科 目 金 額

株 主 資 本 5,818,081

資 本 金 2,500,000

資 本 剰 余 金 3,486,269

利 益 剰 余 金 1,749,124

自 己 株 式 △1,917,312

その他の包括利益累計額 403,299

その他有価証券評価差額金 6,541

為 替 換 算 調 整 勘 定 385,822

退職給付に係る調整累計額 10,935

純 資 産 合 計 6,221,381

資 産 合 計 18,634,063 負 債 ・ 純 資 産 合 計 18,634,063
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連結損益計算書

( 2018年４月１日から
2019年３月31日まで )

単位：千円（千円未満切り捨て）

科 目 金 額

売 上 高 19,615,664

売 上 原 価 14,154,555

売 上 総 利 益 5,461,108

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,320,106

営 業 利 益 1,141,002

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 9,568

そ の 他 の 営 業 外 収 益 29,327 38,896

営 業 外 費 用

支 払 利 息 42,302

そ の 他 の 営 業 外 費 用 27,202 69,504

経 常 利 益 1,110,393

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 1,041

投 資 有 価 証 券 売 却 益 177 1,219

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損 337

固 定 資 産 除 却 損 5,002

投 資 有 価 証 券 評 価 損 4,662

減 損 損 失 374,453

そ の 他 5,186 389,643

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 721,969

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 271,933

法 人 税 等 調 整 額 △196,200 75,732

当 期 純 利 益 646,236

親会社株主に帰属する当期純利益 646,236
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連結株主資本等変動計算書

( 2018年４月１日から
2019年３月31日まで )

単位：千円（千円未満切り捨て）

項 目
株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

2 0 1 8 年 ４ 月 １ 日 期 首 残 高 2,500,000 3,486,269 1,156,797 △1,917,240 5,225,826

連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △53,909 △53,909

親会社株主に帰属する当期純利益 646,236 646,236

自 己 株 式 の 取 得 △71 △71

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
連結会計年度中の変動額（純額)

連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額 合 計 － － 592,326 △71 592,254

2 0 1 9 年 ３ 月 3 1 日 期 末 残 高 2,500,000 3,486,269 1,749,124 △1,917,312 5,818,081

項 目

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

純 資 産 合 計そ の 他
有 価 証 券
評 価 差 額 金

為 替 換 算
調 整 勘 定

退 職 給 付
に 係 る
調 整 累 計 額

そ の 他 の
包 括 利 益
累 計 額 合 計

2 0 1 8 年 ４ 月 １ 日 期 首 残 高 32,465 483,456 △18,254 497,666 5,723,493

連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △53,909

親会社株主に帰属する当期純利益 646,236

自 己 株 式 の 取 得 △71

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
連結会計年度中の変動額（純額)

△25,923 △97,633 29,190 △94,367 △94,367

連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額 合 計 △25,923 △97,633 29,190 △94,367 497,887

2 0 1 9 年 ３ 月 3 1 日 期 末 残 高 6,541 385,822 10,935 403,299 6,221,381
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連結注記表
１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記
(1) 連結の範囲に関する事項
①　連結子会社の状況

1) 連結子会社の数
12社

2) 会社の名称
㈱エルモ社、American Elmo Corp.、Elmo USA Corp.、
ELMO Industry（Thailand）Co.,Ltd.、ELMO Europe SAS、
北京艾路摩科技有限公司、㈱中日諏訪オプト電子、東莞旭進光電有限公司、
㈱タイテック、泰志達（蘇州）自控科技有限公司、㈱アド・サイエンス、
㈱ケイグランデ
　㈱アド・サイエンス及び㈱ケイグランデは当連結会計年度において株式を取
得したことに伴い、連結の範囲に含めております。

②　非連結子会社の状況
1) 非連結子会社の数

２社
2) 会社の名称

㈱ケーアイテクノロジー、㈱ＳＯＡシステムビジネス
3) 連結の範囲から除外した理由

　総資産、売上高、当期純損益及び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、
重要性がないため、連結の範囲から除外しております。

(2) 持分法の適用に関する事項
①　持分法を適用した関連会社の状況

1) 持分法適用の関連会社数
１社

2) 会社の名称
南陽南方智能光電有限公司

②　持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社の状況
1) 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社の数

非連結子会社　２社
関連会社　　　１社

2) 会社の名称
非連結子会社　㈱ケーアイテクノロジー、㈱ＳＯＡシステムビジネス
関連会社　　　㈱ＳＯＡソリューションズ

3) 持分法を適用しない理由
　非連結子会社２社及び関連会社１社については、それぞれ当期純損益及び利
益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、重要性がないため、持分法の適用から
除外しております。
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(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社㈱エルモ社の決算日は２月28日、㈱中日諏訪オプト電子、㈱タイテッ

ク、㈱アド・サイエンス、㈱ケイグランデの決算日は３月31日であり、その他の連
結子会社の決算日は12月31日であります。
連結計算書類の作成に当たっては、各社の決算日現在の計算書類を使用し、連結

決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。
(4) 会計方針に関する事項
①　重要な資産の評価基準及び評価方法

1) 有価証券
その他有価証券
時価のあるもの …………決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全

部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均
法により算定)

時価のないもの …………移動平均法による原価法
2) たな卸資産

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）
イ．商品及び製品 ……………主として先入先出法

一部の連結子会社については総平均法、個別法を採
用しております。

ロ．原材料 ……………………主として総平均法
一部の連結子会社については移動平均法を採用し
ております。

ハ．仕掛品 ……………………主として総平均法
一部の連結子会社については個別法を採用してお
ります。

ニ．貯蔵品 ……………………最終仕入原価法
②　重要な減価償却資産の減価償却の方法

1) 有形固定資産
（リース資産を除く） ……主として定率法

なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法
に規定する方法と同一の基準によっております。
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物
附属設備を除く）、2016年４月１日以後に取得した
建物附属設備及び構築物、一部の連結子会社の金型
及び在外連結子会社については、定額法を採用して
おります。

2) 無形固定資産
（リース資産を除く） ……定額法

なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法
に規定する方法と同一の基準によっております。
ただし、自社利用のソフトウエアについては、社内
における利用可能期間（５年）に基づく定額法によ
っております。

－ 21 －



また、市場販売目的のソフトウエアについては、見
込販売数量に基づき償却（３年均等配分額を下限と
する）しております。

3) リース資産 …………………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリー
ス資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定
額法を採用しております。

③　重要な引当金の計上基準
  貸倒引当金 ……………………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権に

ついては貸倒実績率等により、貸倒懸念債権等特定
の債権については個別に回収可能性を検討し、回収
不能見込額を計上しております。

  賞与引当金 ……………………従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、
支給見込額の当連結会計年度負担額を計上してお
ります。

④　重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差

額は損益として処理しております。
なお、在外子会社等の資産及び負債は、在外子会社等の決算日の直物為替相場に

より円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は
純資産の部における為替換算調整勘定に含めております。

⑤　のれんの償却方法及び償却期間
　のれんの償却については、５年間で均等償却を行っております。

⑥　その他連結計算書類作成のための重要な事項
1) 退職給付に係る会計処理の方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間
に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。
過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内
の一定の年数（10年）による定額法により費用処理しております。
数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均
残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれ
ぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。
当社及び一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、
退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便
法を適用しております。

2) 消費税等の会計処理の方法
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、控除対象外消費税
及び地方消費税は、当連結会計年度の費用として処理しております。
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２．未適用の会計基準等
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2018年３月30日　企業会計基
準委員会）
「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2018年３
月30日　企業会計基準委員会）
(1) 概要

国際会計基準審議会（IASB）及び米国財務会計基準審議会（FASB）は、共同して
収益認識に関する包括的な会計基準の開発を行い、2014年５月に「顧客との契約か
ら生じる収益」（IASBにおいてはIFRS第15号、FASBにおいてはTopic606）を公表し
ており、IFRS第15号は2018年１月１日以後開始する事業年度から、Topic606は2017
年12月15日より後に開始する事業年度から適用される状況を踏まえ、企業会計基準
委員会において、収益認識に関する包括的な会計基準が開発され、適用指針と合わ
せて公表されたものです。
　企業会計基準委員会の収益認識に関する会計基準の開発にあたっての基本的な方
針として、IFRS第15号と整合性を図る便益の１つである財務諸表間の比較可能性の
観点から、IFRS第15号の基本的な原則を取り入れることを出発点とし、会計基準を
定めることとされ、また、これまで我が国で行われてきた実務等に配慮すべき項目
がある場合には、比較可能性を損なわせない範囲で代替的な取扱いを追加すること
とされております。

(2) 適用予定日
　2022年３月期の期首から適用します。

(3) 当該会計基準等の適用による影響
　「収益認識に関する会計基準」等の適用による連結財務諸表に与える影響額につ
いては、現時点で評価中であります。

３．表示方法の変更
（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）
　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２
月16日）等を当連結会計年度から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産
の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。
　これにより、前連結会計年度の貸借対照表において、流動資産の「繰延税金資産」
334,997千円は、投資その他の資産の「繰延税金資産」として組み替えております。

（連結貸借対照表）
前連結会計年度まで無形固定資産の「その他」に含めて表示しておりました「ソ

フトウエア仮勘定」は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より無形固定
資産の「ソフトウエア仮勘定」に区分掲記することといたしました。
　なお、前連結会計年度における無形固定資産の「その他」に含めて表示しており
ました20,886千円は、「ソフトウエア仮勘定」8,440千円、「その他」12,446千円で
あります。

４．連結貸借対照表に関する注記
(1) 有形固定資産の減価償却累計額 5,076,258千円
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(2) 担保に供している資産及びこれに対応する債務
①　担保に供している資産

受取手形及び売掛金 140,636千円
建物及び構築物 712,281千円
土地 2,314,570千円

②　上記に対応する債務
短期借入金 917,308千円
長期借入金 106,480千円

③　受取手形割引高 1,155千円
④　非連結子会社及び関連会社に対するもの

投資有価証券（株式） 97,299千円
その他（出資金） 54,984千円

(3) 保証債務
以下の関係会社の仕入債務に対し債務保証を行っております。

㈱中日諏訪オプト電子 106,398千円

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

株 式 の 種 類
当連結会計年度期首の
株 式 数 ( 千 株 )

当連結会計年度
増加株式数(千株)

当連結会計年度
減少株式数(千株)

当連結会計年度末の
株 式 数 ( 千 株 )

発行済株式

普通株式 21,063 － － 21,063

自己株式

普通株式 7,585 0 － 7,585

（注）自己株式の株式数の増加０千株は、単元未満株式の買取りによる増加０千株であります。

(2) 剰余金の配当に関する事項
①　配当金支払額

決　議 株式の種類
配 当 金 の 総 額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効力発生日

2018年６月28日
定時株主総会

普通株式 53,909 4.00 2018年３月31日 2018年６月29日

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年
度となるもの

決　議　予　定 株式の種類 配 当 の 原 資
配 当 金 の 総 額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効力発生日

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 53,909 4.00 2019年３月31日 2019年６月28日

６．金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項
①　金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、資金調達につい
ては銀行借入による方針であります。
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②　金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である受取手形及び売掛金、電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒さ

れております。当該リスクに関しては、当社グループの社内規程に従い、取引先ご
との期日管理及び残高管理を行うとともに、主な取引先の信用状況を把握する体制
としております。
投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動

リスクに晒されております。
営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが１年以内の支払期日であ

ります。借入金のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、長期借
入金は主に設備投資に係る資金調達であります。
営業債務や借入金は、流動性リスクに晒されていますが、当社グループでは各社

が月次に資金繰計画を作成するなどの方法により管理しております。
③　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合
理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を
織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動す
ることもあります。

(2) 金融商品の時価等に関する事項
2019年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については

次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、
次表には含まれておりません（(注)２参照）。

連結貸借対照表計上額

（千円）

時　価

（千円）

差　額

（千円）

① 現金及び預金 2,068,294 2,068,294 －

② 受取手形及び売掛金 4,763,547 4,763,547 －

③ 電子記録債権 987,122 987,122 －

④ 投資有価証券

その他有価証券
52,279 52,279 －

資産計 7,871,244 7,871,244 －

⑤ 支払手形及び買掛金 2,746,527 2,746,527 －

⑥ 短期借入金 ※ 5,483,888 5,483,888 －

⑦ 長期借入金 ※ 2,071,487 2,075,367 3,880

負債計 10,301,903 10,305,784 3,880

※ １年以内返済予定の長期借入金は長期借入金に含めております。
(注) 1．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

① 現金及び預金、② 受取手形及び売掛金、③電子記録債権
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当

該帳簿価額によっております。
④ 投資有価証券

投資有価証券の時価については、取引所の価格によっております。
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⑤ 支払手形及び買掛金、⑥ 短期借入金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当

該帳簿価額によっております。
⑦ 長期借入金

長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合
に想定される利率で割り引いて算定する方法によっております。

(注) 2．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりであり、金
融商品の時価情報の「④ 投資有価証券」には含めておりません。
・非上場株式（連結貸借対照表計上額22,697千円）については、市場価格がな
く、時価を把握することが極めて困難と認められていることから、時価開示
の対象としておりません。

・関係会社株式（連結貸借対照表計上額97,299千円）については、市場価格が
なく、時価を把握することが極めて困難と認められていることから、時価開
示の対象としておりません。

７．関連当事者との取引に関する注記
役員及び個人主要株主等

種 類
会 社 等 の
名 称

議 決 権 等
の 所 有
( 被 所 有 )
割合(％）

関 連 当 事 者
と の 関 係

取引の内容
取 引 金 額

(千円)
科 目

期 末 残 高
(千円)

役員及び
その近親者

野村利昭
被所有
直接0.25

当社最高顧問 投資有価証券の取得 16,976 投資有価証券 14,030

取引条件及び取引条件の決定方針等

・投資有価証券の取得価額については、取引日の東京証券取引所の終値により決定しております。

８．１株当たり情報に関する注記
(1) １株当たり純資産額 461円62銭
(2) １株当たり当期純利益 47円95銭

９．企業結合に関する注記
(1) 取得による企業結合
①　㈱アド・サイエンスの取得
　当社の連結子会社である㈱タイテックは、2018年５月29日付で㈱アド・サイエン
スの株式を取得いたしました。
1)　企業結合の概要

イ．被取得企業の名称及びその事業の内容
被取得企業の名称　　　　　　㈱アド・サイエンス
事業の内容　　　　　　　　　産業用画像検査、分析機器の輸入販売

ロ．企業結合を行った主な理由
　当社グループの成長戦略であるＦＡ事業の領域の強化のため、マシンビ
ジョンや特殊カメラなどに自社開発製品だけでなく、広く競争力の高い多
種多様な製品の取扱いが求められています。㈱アド・サイエンスは産業用
画像検査、分析機器（赤外線カメラ、電子顕微鏡など）の輸入販売を営ん
でおり、当該製品をグループ内に取り込むことでシナジー効果を高めてい
けるため、株式を取得しました。
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ハ．企業結合日
2018年５月29日（みなし取得日　2018年７月31日）

ニ．企業結合の法的形式
現金を対価とする株式取得

ホ．結合後企業の名称
㈱アド・サイエンス

ヘ．取得した議決権比率
100％

ト．取得企業を決定するに至った主な根拠
㈱タイテックが現金を対価として株式を取得したことによるものです。

2)　連結計算書類に含まれる被取得企業の業績の期間
2018年７月31日から2019年３月31日まで

3)　被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価 現金及び預金 400,000千円
取得原価 400,000千円

4)　主要な取得関連費用の内容及び金額
アドバイザリーに対する報酬・手数料等　　 40,271千円

5)　発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
イ．発生したのれんの金額

89,129千円
ロ．発生原因

今後の事業展開によって期待される超過収益力であります。
ハ．償却方法及び償却期間

５年にわたる均等償却
6)企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 410,283千円
固定資産  20,545千円
資産合計 430,828千円
流動負債 100,858千円
固定負債  19,100千円
負債合計 119,958千円

②　㈱ケイグランデの取得
　当社の連結子会社である㈱エルモ社は、2018年８月10日付で㈱ケイグランデの株
式を取得いたしました。
1)　企業結合の概要

イ．被取得企業の名称及びその事業の内容
被取得企業の名称　　　　　　㈱ケイグランデ
事業の内容　　　　　　　　　カメラ監視システム、映像管理システムの
　　　　　　　　　　　　　　開発・輸入・販売

ロ．企業結合を行った主な理由
　当社グループの成長戦略であるセキュリティ市場では、近年、国際的な
テロ事件や多様化する犯罪、2020年東京オリンピックに向けての監視・防
犯カメラ需要の高まりなどで、カメラの高解像度化・高画質化が求められ
るようになり、ニーズも多様化しています。
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　㈱エルモ社は、今後成長が期待できるセキュリティ市場への展開を強化
すべく、㈱ケイグランデと㈱エルモ社のマーケティング力、商品開発力、
施工メンテナンス対応力など、お互いのノウハウを共有することで、相互
に事業拡大が図れると考え、㈱ケイグランデの全株式を取得しました。

ハ．企業結合日
2018年８月10日（みなし取得日　2018年９月30日）

ニ．企業結合の法的形式
現金を対価とする株式取得

ホ．結合後企業の名称
㈱ケイグランデ

ヘ．取得した議決権比率
100％

ト．取得企業を決定するに至った主な根拠
㈱エルモ社が現金を対価として株式を取得したことによるものです。

2)　連結計算書類に含まれる被取得企業の業績の期間
2018年10月１日から2019年３月31日まで

3)　被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価 現金及び預金 500,000千円
取得原価 500,000千円

4)　主要な取得関連費用の内容及び金額
アドバイザリーに対する報酬・手数料等　　38,040千円

5)　発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
イ．発生したのれんの金額

357,741千円
ロ．発生原因

今後の事業展開によって期待される超過収益力であります。
ハ．償却方法及び償却期間

５年にわたる均等償却
6)企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 267,503千円
固定資産  23,398千円
資産合計 290,901千円
流動負債  80,351千円
固定負債  68,290千円
負債合計 148,642千円

(2) 事業譲受による企業結合
当社の連結子会社である㈱エルモ社は、2018年12月31日付で㈱ブイキューブのビジ
ュアルコミュニケーションサービス事業の一部である電子黒板サービス事業を譲り
受けいたしました。
1)　企業結合の概要

イ．被取得企業の名称及びその事業の内容
被取得企業の名称　　　㈱ブイキューブ
事業の内容　　　　　　電子黒板サービス事業
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ロ．企業結合を行った主な理由
　㈱エルモ社では、教育市場におけるソリューションをトータルで提案す
るクラスルームソリューション（ＣＲＳ）をグローバルに展開して事業領
域の拡大、強化を図っています。
　国内教育市場の環境では、先に発表された文部科学省の「教育のＩＣＴ
化に向けた環境整備５か年計画（2018～2022年度）」によれば、教育ＩＣ
Ｔ環境整備として、「大型提示装置（電子黒板を含む）・実物投影機の
100％整備」が掲げられており、このＩＣＴ環境整備に単年度1,805億円の
地方財政措置を講じるとされています。
　電子黒板サービス事業を譲り受けることにより、㈱エルモ社の主力ＩＣ
Ｔ製品である実物投影機（書画カメラ）に加えて、㈱ブイキューブの電子
黒板サービス事業を製品ラインアップすることで、カメラ開発や電子黒板
をはじめとするＩＴ系製品開発との融合によるＩＣＴ事業の成長戦略が期
待できるためです。

ハ．企業結合日
2018年12月31日

ニ．企業結合の法的形式
現金を対価とする事業譲受

ホ．結合後企業の名称
㈱エルモ社

ヘ．取得企業を決定するに至った主な根拠
㈱エルモ社が現金を対価として事業を譲受けしたことによるものです。

2)　連結計算書類に含まれる被取得企業の業績の期間
2019年１月１日から2019年２月28日まで

3)　被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価 現金及び預金 719,375千円
取得原価 719,375千円

4)　発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
イ．発生したのれんの金額

500,000千円
ロ．発生原因

今後の事業展開によって期待される超過収益力であります。
ハ．償却方法及び償却期間

５年にわたる均等償却
5)　企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産  31,111千円
固定資産 329,299千円
資産合計 360,411千円
流動負債  29,245千円
固定負債 111,790千円
負債合計 141,036千円
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10．重要な後発事象に関する注記
（固定資産の譲渡）

当社の海外連結子会社による、固定資産の譲渡に伴う特別利益の計上が確定し
ました。

(1) 譲渡の理由
　資産の効率化と財務体質の強化をはかるため、ELMO USA Corp.本社を賃借物件
に移転し、同社が所有する固定資産を譲渡することといたしました。

(2) 譲渡資産の概要
資産の名称及び所在地：ELMO USA Corp.　本社　土地、建物
　　　　　　　　　　　1478 Old Country Road Plainview, New York
　　　　　　　　　　　11803 U.S.A.
譲渡価格　　　　　　：413百万円
帳簿価格　　　　　　：165百万円
譲渡益　　　　　　　：217百万円（1ドル 110.26円で計算）

(3) 譲渡先の概要
　海外の第三者法人ですが、守秘義務により開示を控えさせていただきます。
　なお、当社グループと譲渡先との間には、資本関係、人的関係、取引関係、関
連当事者として特筆すべき事項はございません。

(4) 譲渡の日程
取締役会決議日　　　：2018年11月30日
契約締結日　　　　　：2018年11月30日
物件引渡日　　　　　：2019年４月15日

(5) 業績に与える影響
　当該固定資産の譲渡に伴い、2020年３月期において、固定資産売却益217百万円
を特別利益として計上する見込みであります。

11．その他の注記
減損損失
　当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。
(1) 減損損失の金額及び内訳

用途 場所 種類 金額（千円）

売却資産 名古屋市瑞穂区
建物及び構築物、

土地
374,453千円

(2) 減損損失の認識に至った経緯
　売却資産については、売却を決議したことにより、帳簿価額を回収可能価額まで
減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。

(3) 資産のグルーピングの方法
　当社グループは、会社単位で事業資産、賃貸資産、処分予定資産等に区分してグ
ルーピングを行っております。

(4) 回収可能額の算定方法
　回収可能価額は正味売却価額により測定しております。正味売却価額は、不動産
鑑定評価等により評価しており、売却見込みのない資産についてはゼロとしており
ます。
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貸 借 対 照 表
（2019年３月31日現在）

単位：千円（千円未満切り捨て）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

前 払 費 用

未 収 入 金

短 期 貸 付 金

未 収 還 付 法 人 税 等

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

工 具 器 具 備 品

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

ソフトウェア仮勘定

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関係会社長期貸付金

関 係 会 社 株 式

そ の 他

849,603

45,581

10,077

59,653

612,000

122,108

182

10,230,859

15,640

7,733

3,127

1,926

2,851

111,045

7,327

103,718

10,104,173

16,737

1,473,000

8,612,019

2,415

流 動 負 債 4,664,214

短 期 借 入 金 3,950,000

一年以内返済予定長期借入金 605,717

未 払 金 92

未 払 費 用 80,330

預 り 金 2,766

賞 与 引 当 金 18,752

そ の 他 6,555

固 定 負 債 1,000,277

長 期 借 入 金 999,183

退 職 給 付 引 当 金 1,094

負 債 合 計 5,664,491

純 資 産 の 部

科 目 金 額

株 主 資 本 5,418,038

資 本 金 2,500,000

資 本 剰 余 金 4,791,839

資 本 準 備 金 1,000,000

その他資本剰余金 3,791,839

利 益 剰 余 金 438,947

その他利益剰余金 438,947

繰 越 利 益 剰 余 金 438,947

自 己 株 式 △2,312,748

評価・換算差額等 △2,067

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 △2,067

純 資 産 合 計 5,415,971

資 産 合 計 11,080,462 負債・純資産合計 11,080,462
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損 益 計 算 書

( 2018年４月１日から
2019年３月31日まで )

単位：千円（千円未満切り捨て）

科 目 金 額

営 業 収 益 1,122,488

営 業 費 用 673,621

営 業 利 益 448,866

営 業 外 収 益

受 取 利 息 11,225

受 取 配 当 金 278

そ の 他 の 営 業 外 収 益 140 11,644

営 業 外 費 用

支 払 利 息 28,739 28,739

経 常 利 益 431,771

税 引 前 当 期 純 利 益 431,771

法人税、住民税及び事業税 3,690

当 期 純 利 益 428,081
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株主資本等変動計算書

( 2018年４月１日から
2019年３月31日まで )

単位：千円（千円未満切り捨て）

項 目

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金
その他資本

剰 余 金

資本剰余金

合 計

その他利益
剰 余 金 利益剰余金

合 計繰 越 利 益
剰 余 金

2018年４月１日期首残高 2,500,000 1,000,000 3,791,839 4,791,839 64,775 64,775

事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △53,909 △53,909

当 期 純 利 益 428,081 428,081

自 己 株 式 の 取 得

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額(純額 )

事業年度中の変動額合計 － － － － 374,171 374,171

2019年３月31日期末残高 2,500,000 1,000,000 3,791,839 4,791,839 438,947 438,947

項 目

株 主 資 本
評 価 ・ 換 算

差 額 等

純 資 産 合 計

自 己 株 式 株 主 資 本 合 計
その他有価証券

評 価 差 額 金

2018年４月１日期首残高 △2,312,676 5,043,938 280 5,044,218

事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △53,909 △53,909

当 期 純 利 益 428,081 428,081

自 己 株 式 の 取 得 △71 △71 △71

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額(純額）

△2,347 △2,347

事業年度中の変動額合計 △71 374,099 △2,347 371,752

2019年３月31日期末残高 △2,312,748 5,418,038 △2,067 5,415,971
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　その他有価証券
　時価のあるもの………… 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部

純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に
より算定）を採用しております。

　子会社株式……………… 移動平均法による原価法によっております。
(2) 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産……………… 主として定率法
なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に
規定する方法と同一の基準によっております。
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附
属設備を除く）並びに2016年４月１日以後に取得した
建物附属設備及び構築物については、定額法を採用し
ております。

(3) 引当金の計上基準
貸倒引当金………………… 債権の貸倒れによる損失に備えるため、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、
回収不能見込額を計上しております。

賞与引当金………………… 従業員に対して支出する賞与の支出に充てるため、支
給見込額の当事業年度負担額を計上しております。

退職給付引当金…………… 従業員の退職金の支給に備えるため、当事業年度末に
おける退職給付債務及び年金資産額に基づき計上し
ております。
なお、当事業年度末日では、退職給付債務を年金資産
が超過する状態のため、当該超過額を前払年金費用と
して投資その他の資産に計上しております。

(4) その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
消費税等の会計処理の方法
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、控除対象外消費税及
び地方消費税は、当事業年度の費用として処理しております。

２．表示方法の変更
（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）
　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２
月16日）等を当連結会計年度から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産
の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。

３．貸借対照表に関する注記
(1) 関係会社に対する短期金銭債権 671,653千円
(2) 関係会社に対する長期金銭債権 1,473,000千円
(3) 関係会社に対する短期金銭債務 900,000千円
(4) 有形固定資産の減価償却累計額 13,831千円
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(5) 保証債務
以下の関係会社の金融機関からの借入に対し債務保証を行っております。

㈱エルモ社 250,000千円
㈱タイテック 291,677千円
計 541,677千円

以下の関係会社の仕入債務に対し債務保証を行っております。
㈱中日諏訪オプト電子 106,398千円

４．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

(1) 営業収益 1,122,488千円
(2) 営業費用 377,182千円
(3) 営業取引以外の取引高 15,762千円

５．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末日における自己株式の数　　普通株式　　　　　 7,585,945株

６．関連当事者との取引に関する注記

子会社

種 類
会 社 等 の
名 称

議 決 権 等
の 所 有
( 被 所 有 )
割合(％）

関 連 当 事 者
と の 関 係

取引の内容
取 引 金 額

(千円)
科 目

期 末 残 高
(千円)

子会社 ㈱エルモ社
所有
直接100.00

経 営 の 管 理
監 督 ・ 指 導

役 員 の 兼 任

出向者の受入

資 金 の 借 入

債 務 保 証

債 務 被 保 証

関 係 会 社
経営管理料

140,554 未 収 入 金 22,021

関 係 会 社
配当金収入

365,379 ― ―

資 金 の 借 入 350,000 短期借入金 350,000

資 金 の 返 済 1,000,000 ― ―

利 息 の 支 払 3,038 未 払 費 用 17

出向者給与の支払 93,513 未 払 費 用 9,142

債 務 保 証 250,000 ― ―

当 社 金 融 機 関 借 入 に
対 す る 債 務 被 保 証

1,396,405 ― ―

－ 35 －



種 類
会 社 等 の
名 称

議 決 権 等
の 所 有
( 被 所 有 )
割合(％）

関 連 当 事 者
と の 関 係

取引の内容
取 引 金 額

(千円)
科 目

期 末 残 高
(千円)

子会社 ㈱タイテック
所有
直接100.00

経 営 の 管 理
監 督 ・ 指 導

役 員 の 兼 任

出向者の受入

資 金 の 貸 付

債 務 保 証

債 務 被 保 証

関 係 会 社
経営管理料

242,276 未 収 入 金 21,311

関 係 会 社
配当金収入

254,998 ― ―

資金の貸付 600,000 短期貸付金 450,000

資金の回収 150,000 ― ―

事務所賃借料 37,128 ― ―

出向者給与の支払 70,698 未 払 費 用 8,685

債 務 保 証 300,010 ― ―

当 社 金 融 機 関 借 入 に
対 す る 債 務 被 保 証

1,396,405 ― ―

子会社
㈱中日諏訪オ

プト電子

所有
直接100.00

経 営 の 管 理
監 督 ・ 指 導

役 員 の 兼 任

出向者の受入

資 金 の 貸 付

資 金 の 借 入

債 務 保 証

債 務 被 保 証

担保の被提供

関 係 会 社
経営管理料

119,279 未 収 入 金 10,633

資金の貸付 475,000 短期貸付金 112,000

資金の回収 362,000 関 係 会 社 長 期 貸 付 金 1,473,000

利息の受取 9,609 未 収 入 金 761

資金の借入 100,000 短期借入金 400,000

関係会社人件費等 35,850 未 払 費 用 2,810

出向者給与の支払 42,663 未 払 費 用 4,690

債 務 保 証 106,398 ― ―

当 社 金 融 機 関 借 入 に
対 す る 債 務 被 保 証

1,200,000 ― ―

受 入 担 保 資 産 に 対 応
す る 金 融 機 関 借 入

350,000 ― ―

取引条件及び取引条件の決定方針等

・経営管理料については、経営の管理、監督及び指導するための契約に基づき決定しております。

・資金の貸付については、市場金利を勘案した合理的な利率を設定しており、貸付期間や返済方法につ

いては両者協議の上、貸付条件を決定しております。

・資金の借入については、市場金利を勘案した合理的な利率を設定しており、借入期間や返済方法につ

いては両者協議の上、借入条件を決定しております。

・建物等の賃借については、近隣の取引実勢などに基づいて賃借料金額を決定しております。
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・保証債務については、金融機関からの借入金及び㈱中日諏訪オプト電子の仕入債務について債務保証

を行ったものであります。

・当社は銀行借入に対して㈱エルモ社、㈱中日諏訪オプト電子及び㈱タイテックより債務保証を受けて

おります。なお、保証料の支払は行っておりません。

・上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれておりま

す。

・当社の銀行借入金に対する土地、建物の担保提供については、運転資金のための資金借入に対するも

のであります。

役員及び個人主要株主等

種 類
会 社 等 の
名 称

議 決 権 等
の 所 有
( 被 所 有 )
割合(％）

関 連 当 事 者
と の 関 係

取引の内容
取 引 金 額

(千円)
科 目

期 末 残 高
(千円)

役員及び
その近親者

野村利昭
被所有
直接0.25

当社最高顧問 投資有価証券の取得 16,976 投資有価証券 14,030

取引条件及び取引条件の決定方針等

・投資有価証券の取得価額については、取引日の東京証券取引所の終値により決定しております。

７．１株当たり情報に関する注記
(1) １株当たり純資産額 401円86銭
(2) １株当たり当期純利益 31円76銭
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告

独立監査人の監査報告書
2019年５月20日

テクノホライゾン・ホールディングス株式会社
取　締　役　会　　御　中

有限責任 あずさ監査法人
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 楠 元 　 宏 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 馬 渕 宣 考 

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、テクノホライゾン･ホールディ
ングス株式会社の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の連結計算
書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連
結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による
重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判
断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計

算書類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正
妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連
結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査
計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手

続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算
書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的
は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リ
スク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書
類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用
した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全
体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断して

いる。

監査意見
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して、テクノホライゾン･ホールディングス株式会社及び連結子
会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべて
の重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。
以　上
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計算書類に係る会計監査人の監査報告

独立監査人の監査報告書
2019年５月20日

テクノホライゾン・ホールディングス株式会社
取　締　役　会　　御　中

有限責任 あずさ監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 楠 元 　 宏 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 馬 渕 宣 考 

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、テクノホライゾン･ホー
ルディングス株式会社の2018年４月１日から2019年３月31日までの第９期事業年度の
計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表
並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正
又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表
示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書

類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準
は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについ
て合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを
求めている。
監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入

手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬
による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択
及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのもので
はないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を
立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制
を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営
者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の
表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断して

いる。

監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥

当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期
間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認め
る。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。
以　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書

　当監査役会は、2018年４月１日から2019年３月31日までの第９期事業年度の取締役

の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査

報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

1．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

(1) 監査役会は、監査の方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び

結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況

について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、監査計

画等に従い、取締役、内部監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集

及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。

①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状

況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、

本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。ま

た、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換

を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合すること

を確保するための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務

の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第

３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整

備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその

構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意

見を表明いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及

び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、

必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行

われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）

を「監査に関する品質管理基準」（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って

整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類

（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明

細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計

算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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2．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく

示しているものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重

大な事実は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。ま

た、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執

行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認

めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

　会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認

めます。

2019年５月23日
テクノホライゾン・ホールディングス株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　監査役会

常勤監査役 渡 邉 哲 也 

監　査　役（社外監査役） 原 田 彰 好 

監　査　役（社外監査役） 飯 田 浩 之 

監　査　役（社外監査役） 井 上 龍 哉 

以　上

－ 41 －



株主総会参考書類

議案及び参考事項
第１号議案　剰余金処分の件
　当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営における最重要政策のひとつと認識し、
企業体質の強化などを勘案のうえ、当該事業年度の収益状況に応じつつ長期的な視野に
立って安定した配当を継続することを基本方針としております。当期の業績と今後の事
業展開等を勘案して、第９期の期末配当は以下のとおりとさせていただきたいと存じま
す。
　期末配当に関する事項

① 配当財産の種類

金銭といたします。

② 株主に対する配当財産の割当に関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき４円といたしたいと存じます。

なお、この場合の配当総額は、53,909,180円となります。

③ 剰余金の配当が効力を生じる日

2019年６月28日といたしたいと存じます。
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第２号議案　取締役２名選任の件

　本定時株主総会終結の時をもって、社外取締役玉置浩一氏は辞任により退任されます。
また、経営体質の強化を図るため取締役１名を増員し、取締役２名（うち社外取締役１
名）の選任をお願いするものであります。なお、新たに選任された取締役の任期は、当
社定款の定めにより、他の在任取締役の任期の満了する時までとなります。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番　号

ふ り が な

氏　　　　名
( 生 年 月 日 )

略歴、当社における地位、担当
（重要な兼職状況）

所有する当社
の株式の数

1
くち

口
の

野
たつ

達
や

也
(1970年４月27日生)

1992年４月 株式会社タイテック入社

4,200

2006年４月 同社　管理本部総務部部長

2008年４月 同社　製造本部購買部長

2018年４月 当社　出向　管理部部長（現任）

株式会社エルモ社　製造部部長

2019年３月 株式会社エルモ社　生販管理部部長

（現任）

（重要な兼職の状況）

株式会社エルモ社　生販管理部部長

2
こし

越
はら

原
 

　
よう

洋
じ

二
ろう

郎
(1973年４月21日生)

2004年４月 学校法人越原学園入職

―

2005年４月 同学園　常務理事、評議員（現任）

2014年６月 株式会社越原地所設立　代表取締役　

（現任）

2014年11月 株式会社イズミ設立　代表取締役　　

（現任）

2018年６月 社会医療法人名古屋記念財団　評議員

（現任）

2018年６月 社会福祉法人新生会　評議員（現任）

（重要な兼職の状況）

学校法人越原学園　常務理事、評議員

株式会社越原地所　代表取締役

株式会社イズミ　代表取締役

社会医療法人名古屋記念財団　評議員

社会福祉法人新生会　評議員

(注）1.　各取締役候補者は、新任の取締役候補者であります。
2.　各取締役候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
3.　越原洋二郎氏は、社外取締役候補者であります。
4.　越原洋二郎氏を社外取締役候補者とした理由は、同氏の学校経営者として豊富で幅広い経験

を活かし、客観的な視点で有益な意見を当社の経営に反映していただくためであります。
5.　越原洋二郎氏の選任が承認された場合、当社は同氏との間で会社法第427条第１項の規定に基

づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。なお、
当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、同法第425条第１項に定める最低責任限度額とい
たします。

6.　越原洋二郎氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満たしており、同氏の選
任が承認された場合には、独立役員として指定する予定であります。

以　上
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株主総会会場ご案内図
会　場　名古屋市南区千竈通二丁目13番地１

当社２階
TEL（052）823-8551（代表）

JR東海道本線
至名古屋

山崎川

至堀田駅（名鉄・地下鉄）

バス停 千竈通２丁目
南図書館

東海道
新幹線

バス停
千竈通
２丁目

ガソリン

スタンド

コンビニ

至豊橋

日本ガイシ
　スポーツ
　　プラザ

Ｊ
Ｒ
笠
寺
駅

国
道
一
号
線

(

高
架
上
に
名
古
屋
高
速
道
路
）

テクノホライゾン・ホールディングス
株式会社

N

交　通
JR東海道本線　「笠寺駅」下車徒歩15分
地下鉄　　　　「堀田駅」から市バス（基幹１号、笠寺駅、星崎又は鳴尾車庫行）に乗換

「千竈通２丁目」下車徒歩５分
名鉄　　　　　「堀田駅」から市バス（基幹１号、笠寺駅、星崎又は鳴尾車庫行）に乗換

「千竈通２丁目」下車徒歩５分

お願い　　専用の駐車場のご用意がございませんの
でお車でのご来場はご遠慮願います。


